
磯
子
地
区
連
合
町
内
会
報
告

一
、
磯
子
警
察
署
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

令
和
５
年
１
月
末
の
犯
罪
発
生
状
況

(1)
磯
子
区
内
の
犯
罪
発
生
件
数
は

件
で
、
前
年
同
期
と
比
べ

54
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

16特
殊
詐
欺
の
被
害
件
数
は
６
件
で
、

前
年
同
期
に
比
べ
１
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
、
磯
子
消
防
署
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

火
災
・
救
急
状
況

(1)
１
月
末
ま
で
の
磯
子
区
内
の
火
災
発
生

件
数
は
１
件
で
、
前
年
同
期
に
比
べ
２

件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
全

体
で
は
、

件
の
火
災
が
発
生
し
て
お

65

り
、
前
年
同
期
に
比
べ
４
件
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
出
場
件
数
は
、
区
内
１
，
０
３
５
件
で
、
前
年

同
期
に
比
べ

件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

46

市
内
全
体
で
は
２
２
，
１
０
８
件
で
、
前
年
同
期
に

比
べ
１
，
９
４
１
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

(2)
令
和
４
年
中
の
救
急
出
場
件
数
は
、
市
内
、
区
内
と
も

に
令
和
３
年
と
比
べ
増
加
し
て
い
ま
す
。
救
急
車
は
、

事
故
に
よ
る
大
け
が
や
命
に
関
わ
る
病
気
の
た
め
緊
急

に
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
時
に
利
用
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
近
年
、
極
め
て
軽
い
症
状
や
、
通
院
の
た
め

の
救
急
要
請
な
ど
、
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
な
使
い
方
を
す

る
人
が
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
一
刻
も
早
く
救
急

搬
送
が
必
要
な
人
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
救
え
る
命
も
救
え
な
く
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
真
に
救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
た

め
に
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
、
横
浜
市
中
期
計
画

2
0
2
2

～2
0
2
5

の
公
表
に
つ
い
て

令
和
４
年

月

日
に
、
横
浜
市
会
に
お
い
て
「
横
浜

12
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市
中
期
計
画2

0
2
2

～2
0
2
5

」
が
、
附
帯
意
見
を
付
し
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
中
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
１
月

日
に
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市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、「
広
報
よ
こ
は
ま
２
月
号
」

に
も
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
区
役
所
へ
は
、
閲

覧
用
の
冊
子
と
、
概
要
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
配
布

用
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
架
し
ま
し
た
。

★
問
合
せ
先･

･

横
浜
市
政
策
局
政
策
課

担
当･

･

多
賀
谷

☎
（
６
７
１
）
２
０
１
０

F
A
X

（
６
６
３
）
４
６
１
３

四
、
「
特
別
市
制
度
の
実
現
に
向
け
て
～
指
定
都
市

市
長
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムi

n

横
浜
～
」
に
つ
い
て

横
浜
市
が
実
現
を
目
指
す
新
た
な
大
都
市
制
度
「
特
別

市
」
の
必
要
性
や
、
「
特
別
市
」
の
実
現
に
よ
る
効
果
な

ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ

す
る
た
め
、
指
定
都
市
市
長
会
と
の
共
催
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時･

･
(1)
令
和
５
年
３
月

日
（
土
）

時

分
～

時

分

11

15

30

17

30

場
所･

･

慶
應
義
塾
大
学

(2)
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
内

藤
原
洋
記
念
ホ
ー
ル

定
員･

･
３
０
０
人
（
参
加
費
無
料
）

(3)
※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
容･

･

(4)
第
１
部

基
調
講
演
「
地
方
制
度
改
革
の
歴
史
と
展
望
」

中
川

貴
元
（
総
務
大
臣
政
務
官
）

第
２
部

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
特
別
市
制
度
の
実
現
に
向
け
て
」

山
中

竹
春
（
横
浜
市
長
）
、
辻

琢
也
（
一
橋
大
学

教
授
）
、
石
井

亮
次
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

申
込
み･

･

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
又
はF

A
X
(
0
4
5
-
6
6
3
-
6
5
6
1
)

(5)
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先･

･

政
策
局
制
度
企
画
課

(6)

担
当･

･

橋
本
、
木
下

☎
（
６
７
１
）
２
９
５
２

F
A
X

（
６
６
３
）
６
５
６
１

町
内
会
役
員
募
集

磯
子
山
手
町
内
会
の
役
員
は
、
現
在

名
で
す
が
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高
齢
化
が
進
み
今
後
の
町
内
会
運
営
に
支
障
が
出
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
内
会

会
員
の
皆
様
の
中
か
ら
自
薦
や
他
薦
に
よ
り
役
員
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

募
集
方
法
、
期
日
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
改

め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

五
、
国
際
園
芸
博
覧
に
つ
い
て

本
博
覧
会
の
概
要
と
と
も
に
、
２
月
８
日
に
２
０
２
７

年
国
際
園
芸
博
覧
会
協
会
か
ら
、
本
博
覧
会
の
公
式
ロ
ゴ

マ
ー
ク
最
優
秀
作
品
、
正
式
略
称
、
博
覧
会
開
催
に
向
け

加
速
化
す
る
活
動
を
牽
引
し
て
い
く
推
進
体
制
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ･

･

幸
せ
を
創
る
明
日
の
風
景

(1)

～S
c
e
n
e
r
y
o
f
t
h
e
F
u
t
u
r
e
f
o
r
H
a
p
p
i
n
e
s
s

～

開
催
期
間･

･

(2)2
0
2
7

年
３
月

日
（
金
）
～
９
月

日
（
日
）

19

26

開
催
場
所･

･

(3)
旧
上
瀬
谷
通
信
施
設
（
旭
区
・
瀬
谷
区
）

博
覧
会
区
域･

･

(4)
約
１
０
０

（
内
、
会
場
区
域

）

ha

80
ha

問
合
せ
先･

･

横
浜
市
都
市
整
備
局

(5)

国
際
園
芸
博
覧
会
推
進
課

担
当･

･

三
浦

☎
（
６
７
１
）
４
６
２
７

F
A
X

（
２
１
２
）
１
２
２
３

裏面につづく

推進ロゴマーク

つ
る
し
雛

令和５年

３月５日

第３１０号

や
ま
て

会
報

磯
子
山
手
町
内
会



六
、
水
道
局
に
寄
せ
ら
れ
る

「
不
審
者
情
報
」
に
つ
い
て

横
浜
市
全
域
で
、
水
道
局
の
職
員
や
委
託
事
業
者
な
ど

の
水
道
局
関
係
者
を
装
い
、
水
道
局
か
ら
指
示
や
依
頼
を

受
け
て
い
る
と
言
っ
て
、
ご
自
宅
な
ど
へ
訪
問
す
る
不
審

者
や
、
不
審
な
電
話
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
不
審
な
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
情
報
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
道
局
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
ご
依
頼
の
な
い
配
管
な
ど
の
調
査
や
水
質
検
査

・
家
の
中
の
水
道
管
の
修
理
や
調
査
、
作
業
代
金
の
請
求

・
浄
水
器
な
ど
の
訪
問
販
売
・
レ
ン
タ
ル
・
あ
っ
せ
ん

・
メ
ー
ル
で
の
未
払
い
の
水
道
料
金
の
請
求
や
断
水
の
お

知
ら
せ

水
道
に
関
す
る
こ
と
で
訪
問
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
必
ず

身
分
証
の
提
示
を
求
め
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
不

審
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
家
の
中
に
入
れ
た
り
、
す
ぐ
に

契
約
や
金
銭
の
支
払
い
等
は
せ
ず
、
水
道
局
お
客
さ
ま
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
不
審
な
メ
ー
ル

が
届
い
た
場
合
に
は
、
メ
ー
ル
を
開
か
ず
に
削
除
し
て
く

だ
さ
い
。

★
水
道
局
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎

０
４
５
（
８
４
７
）
６
２
６
２

F
A
X

０
４
５
（
８
４
８
）
４
２
８
１

※
お
か
け
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

横
浜
市
水
道
局

不
審
者

で
検
索

二
、
３
月
の
資
源
回
収
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

資
源
物
の
回
収
は
毎
月

第
１
・
第
３
の
木
曜
日
だ
け
で
す
。

注
意･

･

最
近
、
収
集
後
に
出
さ

れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

午
前
８
時

分
ま
で
に
出
し
て
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く
だ
さ
い
。

雨
天
時
に
は
古
布
は
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
雨
天
時
は
回
収

い
た
し
ま
せ
ん
。

資
源
回
収
奨
励
金
は
町
内
会
運
営
上
の
貴
重
な

財
源
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
協
力
に
よ
り
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
５
年

２
月
ま
で
の
資
源
回
収
奨
励
金
は
、

４
６
１
，
７
１
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

古
紙
、
古
布
（
雨
天
中
止
）
、
ア
ル
ミ
缶
は

町
内
会
の
廃
品
回
収
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
３
月
の
資
源
回
収
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

３
月
２
日
（
木
）
、
３
月

日
（
木
）

16

◆
４
月
の
資
源
回
収
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

４
月
６
日
（
木
）
、
４
月

日
（
木
）

20

●
「
新
聞
紙
・
段
ボ
ー
ル
・
折
込
チ
ラ
シ
・
雑
誌
・
雑
紙

古
布
（
雨
天
中
止
）
・
牛
乳
パ
ッ
ク
・
ア
ル
ミ
缶
」
を

市
の
ご
み
収
集
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

業
者
が
収
集
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の

味
噌
焼
に
の
せ

蕗
の
薹

ふ
き

と
う

武
原

は
ん
女

桃
の
節
句

行
事
・
報
告

一
、
福
祉
・
防
災
活
動

２
月
７
日
（
火
）
と

日
（
火
）

(1)

21

の

時
か
ら
高
齢
者
の
見
守
り

14
と
小
学
生
の
下
校
時
の
見
守
り

を
兼
ね
て
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。

２
月

日
（
土
）

時
か
ら
磯
子
区
役
所
、
磯
子
地
域

(2)

25

10

ケ
ア
プ
ラ
ザ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
内
会

役
員
、
民
生
・
児
童
委
員
の
参
加
の
も
と

「
あ
い
さ
つ
・

声
か
け
運
動
」

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

！

防

災

情

報

災
害
時
の
避
難
場
所
、
地
域
防
災
拠
点

（
浜
小
学
校
、
山
王
台
小
学
校
）
に
は

特
設
公
衆
電
話
（
白
電
話
）
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

発
信
専
用
で
、
全
国
ど
こ
へ
で
も
無
料

で
掛
け
ら
れ
ま
す
。

河 津 桜


